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新型コロナウイルス
感染症対策活動について

【図2】 島根県と浜田市のCOVID-19報告者

　2019年末に「中国武漢で原因不明の呼吸器感染症が確
認」と報道されてから、もう少しで2年になろうとしてい
ます。
　当院では2020年1月から発熱外来の運用を開始し、来
院者の問診、検査、重症度の判断など行ってきました。
　また感染対策チームでは、発熱外来受診の検査手順の作
成と院内各部署への周知、必要な感染防止対策に係る物品
の確保と管理を、変化する情勢に合わせながら対応してき
ました。さらに感染管理認定看護師として、院内各部署の
感染管理に関する相談対応や情報発信に努めています。
　第１波の流行時には、流通の問題から感染症予防に必要
な個人防護具の不足があり、サージカルマスクの使用制限
や、手作りのガウンを作成しながら大変な時期を院内一丸
となって乗り越えました。
　また、昨年の年末年始の発熱外来でのドライブスルー受
診体制に向けて、職員全力をあげて訓練も行いました。発
熱外来には916人受診しています。【図1（9月30日現在）】
　島根県では2020年の4月から感染者が報告され、浜田
市内では2020年9月に1例目の報告があり、入院受け入
れを開始しました。

　県内の感染状況の特徴としてはクラスターの発生と共
に急激に報告件数が増加しています。また今年の7月以降
は火力発電所のクラスターとお盆休み等による移動者が
重なり、県内も浜田市もこれまでにない感染者数となり、
発熱外来受診者も多くなりました。【図2】
　10月に入り、緊急事態宣言は解除されましたが、インフ
ルエンザの流行シーズンにもなります。目まぐるしく変わ
る感染状況の中で、院内感染を起こさないようにこれから
も活動していきたいと思います。 ドライブスルー検査の練習風景

【図1】 浜田医療センター発熱外来受診者数
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保健・医療の分野で働く国家資格（社会福祉士・精神保健福祉士）を持った専門職

前号に引き続き MSW について紹介させていただきます。

MSWとは 医療ソーシャルワーカー
（Medical Social Worker）

窓口：地域医療連携室 濵﨑まで

お気軽にご相談ください。

退院支援の必要な患者を入院早期に抽出し、
病棟と連携して関わることで退院後も安心して
生活ができるよう支援、調整につなげます。

病棟別退院支援
カンファレンス（週1回）

治療方針やリハビリの進捗状況などを確認し
患者や家族の希望と照らし合わせて目標設定、
変更をおこないます。

診療科別リハビリ
カンファレンス（週1回）

患者、家族との面談

認知症によって治療や入院生活に影響が見込ま
れる患者に対して、認知症症状悪化やせん妄
発症を予防し、最善の治療を受け、安心して
入院できるよう活動するチームです。

認知症ケアチームでの回診
 （毎週木曜日）

毎月第3木曜日、18：00～19：00 に開催しています。
今年度は感染予防のため、Zoom オンライン研修となっていますので、
職場や自宅でお気軽に参加ください。
医師、看護師、ケアマネ、介護職員、事務員など、参加した皆さん
から毎回、「関心があるテーマだった」、「今後に活用していきたい」など
アンケートで多くのご意見をいただいています。
申し込み・問い合わせは、地域医療連携室へ。

地域医療従事者研修会

第6回
11月18日

感染予防対策について
感染管理認定看護師　渡邉 正美

第 7回
12月16日

誤嚥性肺炎について
呼吸器内科　柳川 崇

第 8回
1月20日

寝たきりにさせないリハビリのポイント・実際
理学・作業療法士、言語聴覚士

第 9回
2月17日

地域医療従事者の健康管理について
総合診療科　北條 宣政

外来や入院中の相談対応をしています。病室へ
MSWが出向く場合や直接、連携室を訪ねて来
られる方もおられます。相談者の思いをお聞き
し、制度やサービスについての情報提供や支
援につながるお手伝いをしています。
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